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東芝モバイルディスプレイ（株）東芝モバイルディスプレイ（株） 石川工場（深谷地区）石川工場（深谷地区） サイトレポート情報サイトレポート情報

所 在 地 ：埼玉県深谷市幡羅町１－９－２

主要製品 ：液晶パネル

ISO14001認証取得： 2002年4月より1997年1月取得の東芝深谷工場認証範囲に含む
最新更新年月：２００９年１月（ＩＳＯ認証番号：ＥＣ９９Ｊ２０５４）

敷地面積 ：－（東芝深谷工場内）、 建家面積 ：１９，３００ｍ２

ごあいさつごあいさつ

２０１０年度の環境の主な取組み２０１０年度の環境の主な取組み

製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介

環境コミュニケーションの紹介環境コミュニケーションの紹介

設 立 ：２００２年４月、 従業員 ：約８００人（２０１１年３月現在）
工場
photo

環境保全責任者 山本 富章

環境調和型製品の創出のため、部品、材料、原料などを調達する際には環境に配慮したものを優先的に選択・購入する「グリーン
調達」に取り組んでいます。

☆ＩＳＯ１４００１環境マネジメントシステム
1997年1月に認証取得、2009年1月に4回目の更新、2010年度の二年次サーベイランスで認証登録継続の判定

☆化学物質排出量の削減
化学物質の排出量を2008年度比で 55.9%削減

☆ＣＯ２排出量の削減
ＣＯ２排出量を2008年度比で 45.5%削減（生産高原単位は2008年度比 6.9%削減）

☆廃棄物の削減、ゼロエミッションの継続
廃棄物総発生量を2008年度比で 23.1%削減、 最終処分率は 0.03%

☆環境調和型製品の開発
液晶モジュールの消費電力及び重量の低減（全て目標達成）
製品開発時のアセスメント実施

☆その他の環境配慮活動
取引先に指導・支援（2社）、環境配慮資材の調達（100%）、廃棄物委託先現地確認（9件）

・環境報告書の発行 ：２００５年度より毎年発行
・地域との交流（参加）：列島クリーンキャンペーン、環境保全懇談会（深谷工業連絡会）

（主催）：深谷清掃センター施設見学会
東芝グループサマーフェスティバル in FUKAYA（環境コーナー開設）

・自治体等主催行事参画：目標設定型排出量取引制度に関する説明会、土壌汚染対策に関する講習会
「エコライフＤＡＹ2010埼玉」説明・報告会

企業が社会的責任を果たし、環境保全へ積極的に取り組む姿勢が益々重要な時代
となって います。当工場では、地球温暖化防止や循環社会の形成に貢献するため、
「ＣＯ２排出量の削 減」、「廃棄物の削減」、「化学物質排出量の削減」および「環境
調和型製品の創出と提供」を基本の活動と捉えて改善活動を推進してきました。こ
れからも、「生命・安全、コンプライアンスの最優先」の行動原則のもと、従業員一人
ひとりが環境に配慮した活動を実践し、より 良い地球環境の実現にむけて環境保
全に取り組んでまいります。

液晶セル

駆動IC

画素

ガラス基板

液晶製品

ＴＦＴ

東芝ﾓﾊﾞｲﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ（株）
石川工場 深谷地区
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環境方針環境方針

株式会社東芝　深谷地区工場  　　　　

　 　環 境 方 針
 　

  東芝深谷地区工場は埼玉県の北西部に位置し、荒川、利根川流域の多様な生態系や

水と緑に恵まれた豊かな自然環境の立地条件のなかで、映像メディア機器、各種ディ

スプレイ等の開発設計・製造拠点として、ライフサイクルまでを考慮して製品を社会

に提供しています。

　当工場は、地球環境問題が人類の生存に重要な課題であることを深く認識し、環境

への取り組みを経営の最重要課題の一つとして位置づけ、東芝グループ環境基本方針、

ＩＳＯ１４００１規格及び東芝が同意した企業行動指針や顧客要求事項に基づいた環

境保全活動を推進します。そして、東芝グループ環境ビジョンのもと、豊かな価値の

創造と地球との共生を図り、低炭素社会、循環型社会、自然共生社会を目指して、持

続可能な社会の実現に貢献します。

１．事業活動、製品、サービスに関わる全ての環境側面について、生物多様性を含む

　　環境への影響を評価し、環境目的・目標を設定すると共に、定期的な見直しを行

　　い、環境マネジメントシステムの継続的改善に全員参加で取り組みます。

２．環境保全に関する法令、規制、条例及び受入れを決めたその他要求事項を順守す

　　るとともに、さらに自主基準を設けて、環境保全レベルの向上を図ります。

３．映像メディア機器及び液晶パネルの開発設計の中心拠点として、次のとおり環境

　　負荷の低減に配慮した環境調和型製品づくりを推進し、環境性能の優れた製品と

　　サービスを広く世界に提供することにより、地球環境問題の解決に貢献します。

　　（１）消費電力の低減

　　（２）再生材使用による資源の有効活用

　　（３）製品重量軽減等の省資源化

　　（４）環境関連物質の削減・代替化

４．事業活動が環境に及ぼす負荷の低減と環境汚染の予防に努めると共に、有益な環

　　境側面についての環境配慮も含めて、次の環境保全活動を推進します。

　　（１）化学物質排出率の低減及び排出量の削減

　　（２）省エネ施策の推進と適正な動力供給によるＣＯ２ 排出量の削減

　　（３）廃棄物の削減及び３Ｒ活動・有価物拡大

　　（４）本来業務に直結した部門活動

５．生物多様性のたくさんの恵みによって私たち人間を含む生き物の「命」と「暮ら

　　し」が支えられていることを認識し、生態系の保護や自然との共生に配慮すると

　　共に、地域・社会とのコミュニケーションを密にして協調連帯を図ります。

６．グループ一体となった環境保全活動を推進するため、取引先等に積極的に指導・

　　支援を行います。

　   ２０１１年４月１日

   株式会社東芝 深谷地区工場　環境保全責任者 宮寺 常夫
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環境負荷データ環境負荷データ

エネルギー使用量（単位：ＫＬ） ＣＯ２排出量（単位：トンーＣＯ２）

水の使用量（単位：千ｍ３） 排水量（単位：千ｍ３）

廃棄物最終処分量と最終処分率（単位：トン、％）

主な廃物名：汚泥、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック、ガラス屑、金属屑、廃油等

廃棄物総発生量（単位：トン）

化学物質削減対象物質の取扱量（トン） 化学物質削減対象物質の排出量（トン）

主な化学物質：ふっ化水素、2-ｱﾐﾉｴﾀﾉｰﾙ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｱｾﾄﾝ、ｱﾝﾓﾆｱ、酢酸ﾌﾞﾁﾙ、PGMEA、塩化水素、硫酸
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遵法管理状況遵法管理状況

＜排水測定結果＞ ３１施設（酸又はｱﾙｶﾘ表面処理施設、排ガス洗浄施設等）、河川（福川～利根川）へ放流

＜大気測定結果＞ 多管式小型貫流ボイラー（都市ガス使用） １１台）

＜環境事故・指導指摘・苦情の有無＞

なし近隣住民からの苦情の有無

なし行政からの指導・指摘の有無

なし工場周辺や地域での環境問題発生の有無

なし環境事故発生の有無

状況

月２回1～172225（県条例）ＢＯＤ（ｍｇ／㍑）

月２回0.9～3.158フッ素（ｍｇ／㍑）

月２回1～1122120窒素（ｍｇ／㍑）

月２回43160 （県条例）ＳＳ（ｍｇ／㍑）

月２回4～1636160ＣＯＤ（ｍｇ／㍑）

月２回7.2～7.86.4～8.15.8～8.6水素イオン濃度(pH)

測定頻度実測値自主管理値規制値

対象外対象外対象外対象外ばいじん（mg/Nm3）

対象外対象外対象外対象外ＳＯｘ（Nm3/ｈ）

年２回18～3050150ＮＯｘ（ppm）

測定頻度実測値自主管理値法規制値

＜騒音・振動測定結果＞ 特定施設 騒音：１７２施設（空気圧縮機及び送風機）、 振動：１２施設（圧縮機）

１回／３年305560敷地境界：夜

１回／３年306065敷地境界：昼
振動（ｄＢ）

１回／３年555565（県条例）敷地境界：夜

１回／３年596570（県条例）敷地境界：昼
騒音（ｄＢ）

測定頻度実測値自主管理値規制値測定場所：時間

＜その他測定結果＞ （有害物質排水測定：主な測定結果）

月２回＜0.001－0.3ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ（ｍｇ/ｌ）

月２回＜0.050.10.5六価ｸﾛﾑ（ｍｇ/ｌ）

月２回＜0.010.060.1鉛（ｍｇ/ｌ）

測定頻度実測値自主管理値規制値

（実測値は2009年度の測定値。次回は2012年度測定予定）


